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1) S D系雄性ダイコクネズミを用い， Nf の結晶を微粉化してそれぞれの割合で基礎食に混入し




ン染色， PAS 染色，脂肪染色などを行なった。また精細管週期の決定は Leblond & Clermont 
(1 952) に従ったD
2) 次の 3 種の実験を行なった。 1 . Nf 0.1 %添加飼料投与による24 時間毎の畢丸変化の観察D
n. Nf 0. 1, 0.06 ， 0.04 ， 0.02%添加飼料投与14 日目の変化の観察。 III. 300 日以上の Nf 0.4, 0.3 , 
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0.2 , 0.1 , 0.02 , 0.01 9c6添加飼料による変化の観察。
3) 実験 I においては時間とともに精細胞の変性壊死が高度となり細胞数は著しく減少し，光顕的
には72時間自に精細胞配列の!限度の乱れと初期の変性像をみるが，電顕的にはすでに48時間で 4) で
述べるような変化を認めた口光顕，電顕所見ともまず第 2 層にある後期精母細胞と Golgi 期， Cap 期
精子細胞に変性所見が現われ，特lこ後期精可細胞は早期 IC:[衷死に陥り消失する。 Acrosome j切以後の
精子細胞は第 1 層にみられる精祖細胞，初期精司:細胞とともに Nf に対する感受性は低いと考えられ
る。実験 H の Nf 0.1 9c6 14 日間投与では精細竹の変化ばほぼ安定し， セ jレトリ細胞と少数の精祖細
胞，初期!精母細胞のみとなる口 0.0696投与では0.1 %投与より変化は軒く， 0.04 必ではほとんど光顕
的に変化を認めないが，電顕的には i限度の変化を認めた。実験E では0.4必から 0.1 9c6までの各濃度群
とも Nf 添加濃度による売はほとんどなく，実験 E の Nf 0.1%14 日間投与と同程度かあるいはそれ
よりやや強い萎縮像を示す口精但細胞から精町細胞への移行はわずかながら認められ，少数の精母細










みられる。 α型の変性は精母細胞の大部分と一部の Golgi 期， Cap 期精子細胞に，。型は向精子細胞
の多くに認められる。







7) セ Jレトリ桐胞は基底部では細胞質小県官に異常は認められず，核にも変化はみられなしL しか
し精細管内院側で精細胞をとり囲む細胞質突起は Nf 投与により精細胞から遊離収縮し精細胞配列を
乱す原悶となっていると考えられる。











近年， 種々の目的で多数の化学物質が食品に添加されており， 保存， 栄養その他の而で若しい進
歩-がみられる。 しかし一方ではではこれら添加物の毒性が絶えず問題となる口本研究のとり上げた
N itrofurazone は Nitrofuran 誘導体の一つであり，強力な抗菌作用を有することから魚肉ねり製品
などに防腐剤として添加を許可されてきた。ところが Nitrofuran 系請導体には副作用として皐丸萎
縮作用のあることが認められている。皐丸は種々の内的外的因子により容易に影響を叉け，その意味
で化学物質の毒性を調べるには都合のよい臓器である。
本研究は第ーに光学顕微鏡ではとらえがたい軽微な皐丸変化を電子顕微鏡を用いて微細構造の而で
追求している。(初期変化ならびに低濃度における短期および長期の変化)第二に皐丸の精細胞変性
の詳細に関しては不明の点が多かったが，本論文では精細胞変性過程を経時的に調べてこれを 2 つの
型に分けている。第三に種々の因子によって生ずる皐丸萎縮に共通に認められる多核巨細胞の成因に
関して初めて微細構造の面からその発生機序を論じている。
電子顕微鏡的病理形態学にはまだ一定の体系が形作られていない。一方化学工業の進歩とともに新
しい中毒性疾忠が生じつつあり，この方面でも病理形態学の未開J行の分野が多い。本研究はこの両者
を結ひ、つけるとともにこれらに新知見を加えたと考えられる口
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